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［ 表紙 ］ ユーライト 157.0g/㎡ （日本製紙株式会社）
［ 本文 ］  b7トラネクスト 100.0g/㎡ （日本製紙株式会社）
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世界の人々の
豊かな暮らしと
文化の発展に
貢献します
強く願い、行動しなければ何も変わらない。

皆さまの暮らしと文化の発展に貢献し

“永続的に必要とされる存在になる”

という使命を胸に、私たちは進んでいます。
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C h a l l enge
F a i r ness
Te a m w or k

Value／重視する価値　〈 理念実現のために社員が重視する価値、判断基準 〉

Vision／目指す企業像　〈 理念実現のために目標として目指す姿 〉

以下の要件を満たす、社会から永続的に必要とされる企業グループ

1. 事業活動を通じて持続可能な社会の構築に寄与する

2. お客様のニーズに的確に応える

3. 社員が誇りを持って明るく仕事に取り組む

4. 安定して利益を生み出し社会に還元する
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Mission／理念　〈 社会の中での存在理由・意義 〉

日本製紙グループは
世界の人々の豊かな暮らしと
文化の発展に貢献します
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　日本製紙グループは、株主・投資家をはじめとしたステーク
ホルダーの皆さまに対し、価値創造に向けた取り組みをお伝え
し、当社グループの持続的成長や企業価値向上について理解
を深めていただくことを目的とした対話のツールとして、統合報
告書を作成しています。
　「日本製紙グループ統合報告書2024」では、当社グループ
の長年にわたる事業活動で蓄積された経営資源を源泉として、
各資本の強化が企業の成長と社会課題の解決にどのようにつ
ながるのか、その独自性や具体的な取り組みに重点を置きつ

つ、価値創造を支える基盤とともにご紹介する内容となってい
ます。
　当社グループは創業以来、一貫して木から得られる資源を
活用し、日本の紙の歴史とともに豊かな文化の創造に貢献して
きました。事業環境が激しく変化する中、当社グループも大き
く変革し、蓄積した経営資源を活かして新たな価値を創造する
フェーズに立っています。「木とともに未来を拓く総合バイオマス
企業」として、未来においてどのような姿を目指しているのか、
その道筋を、本報告書を通じてお伝えしたいと考えています。

日本製紙グループ統合報告書2024のポイント／編集方針

発行：日本製紙株式会社　 https://www.nipponpapergroup.com/ 　　©Nippon Paper Industries Co., Ltd. 2024 
本報告書は、法律の定めのある場合または権利者の承諾のある場合を除き、いかなる方法においても複製・複写することはできません。2024年9月発行

本報告書に記載されている日本製紙株式会社および日本製紙グループ各
社の計画、予想、戦略、確信に関する記述は、過去の事実を除き、日本
製紙株式会社および日本製紙グループ各社の経営者が現在入手可能な情
報に基づいて判断した将来の業績に関する見通しです。 

したがいまして、これらの業績見通しに全面的に依拠して投資判断され
ることは控えるようお願いいたします。 

実際の業績はさまざまな要因の変化により、これらの業績見通しとは大
きく異なる場合があることをご承知ください。

見通しに関する注意事項 

2023年度：2023年4月1日-2024年3月31日
一部に2023年4月1日よりも前、または2024年4月以降の情報を含め
ています。対象箇所では日付を明記しています。

報告の対象期間

本報告書は日本製紙株式会社を報告主体としています。ただし、取扱デー
タは2024年3月末時点の当社および全連結子会社54社を報告対象とし
て算出しています。

報告の対象組織

・環境省「環境報告ガイドライン」（2018年版）
・GRIスタンダード
・国連グローバル・コンパクト
・SASBスタンダード
・ISO26000　ほか

参考ガイドライン

https://www.nipponpapergroup.com/csr/gri/

ガイドラインとの対照表

写真：日本製紙株式会社 北山社有林（静岡県）
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安定した利益を生み出す複数の事業で構成され、再生可能な木質資源を多様な技術・ノウハウによって最大活用し、循環型社会の形成に貢献する製
品を幅広く提供することで利益の拡大につなげ、豊かな暮らしと文化の発展を実現する企業グループ

総合バイオマス企業とは
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